
第6回第 6回 2016年12月17日(土)

大分大学 教育学部 100号教室にて

１．竹田市岡本のビオトープの微小生物

２．大分大学周辺におけるアリ相の解明と環境評価

３．なぜスズキ成魚は河川に上るのか　－河川がスズキにもたらす恩恵を探る－

４．オオイタサンショウウオの産卵の誘発要因について

９．坊ガツル湿原を流下する鳴子川における魚類調査報告

５．希少チョウ類の保全活動について　－トランセクト調査と発生消長－

６．祖母山系の興味深いきのこ

７．大分川水系に定着した国内外来魚ギギの分布と由来

８．平成27年度　いきものウォッチング　ニホンジカ調査報告

１０．高島のクリハラリス

１１．環境保全団体の抱える課題の抽出と解決策の提起

１２．ササラダニによる植生回復の推移解析　－大分市丘陵地の3年間の記録から－

日 程

場 所

研究発表・事例紹介

9:30～ 16:00（9:00 開場）

団体紹介・活動紹介
○NPO法人おおいた生物多様性保全センター

○NPO法人福祉コミュニティーKOUZAKI

○大分県生活環境部自然保護推進室

○おおいた上野の森の会

○下判田里山観察会

○大分生物研究会

○細井利男（大分生物談話会）

○笈木あすか・永野昌博（大分大学教育福祉科学部）

○景平真明（九州大学大学院生物資源環境科学府）

○小嶌美都 ・永野昌博（大分大学教育福祉科学部）

○炭本悟朗（NPO法人おおいた生物多様性保全センター）

○朝倉和紀（九重ふるさと自然学校）

○村上康明（大分きのこ会）

○高野裕樹
１
星野和夫

１
大倉鉄也

１
松尾敏生

１
渡辺勝敏

２
（　　　　　　　　　　　）

○川野智美（九重ふるさと自然学校）

○安田雅俊１・森田祐介２（１．森林総合研究所九州支所・２．大分生物談話会）

○伊東英陽・永野昌博（大分大学教育福祉科学部）

○足立高行（NPO法人おおいた生物多様性保全センター）

１．大分生物談話会
２．京都大学大学院理学研究科



※昨年の会場とは別の建物です。ご注意ください。

大分大学旦野原キャンパス　教育学部　100 号教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　               （校舎から独立した建物（講堂）です）

本発表会は三学会（日本生態学会九州地区、日本動物学会九州支部、日本植物学会

九州支部）合同大分例会との合同開催になります。

より詳細な情報は、ホームページ（http://ooitanature.wix.com/ooita）をご確認

ください。

また、ご不明な点は E-mail（ooita_nature@yahoo.co.jp）までお問い合わせください。

大分県内には自然環境の調査研究や保全活動を行う個人や団体が数多くあります。
2011年より、そのような個人・団体の交流・連携・活動の発展を目指し、団体の
枠にとらわれない合同の研究発表会を企画・開催しています。

どなたでもご参加いただけます。参加の事前申込みは不要です。

お気軽にご参加ください。

閉会時間が予定よりずれ込む場合があります。ご了承ください。

同日の晩には懇親会を計画しております。こちらも是非、ご参加下さい。

（懇親会の参加受付は大会当日に行います。）

昼食は学食を

　利用できます。

大分自然博物推進委員会（大分自然環境研究発表会実行委員会）　　　　　　　

　　　                   大倉鉄也・高野裕樹・永野昌博・森田祐介

図書館

大会趣旨

対 象

会場案内

連 絡

その他


